
レポート ― 2024 年度日本原燃・電源開発及び IES 施設見学会 

 

2024 年 6 月 17 日 

大学:    ○○大学    

名前:        

 

１．日本原燃 

(1) 原子燃料サイクルについて簡単に要点を纏め、日本原燃におけるその位置づけについて説明しなさ

い。 

 

核燃料サイクルとは、使用済みの核燃料に含まれるウランやプルトニウムを取り出し、再処理をしても

う一度燃料として使用する一連の流れである。また、再処理された燃料は純国産エネルギーとなる。 

日本原燃は全国の原子炉で発生した使用済燃料を受け入れ、再処理をしてウラン燃料やMOX燃料

を製造する。また、再処理できない物質はガラス固化体にする。 

 

(2) 日本原燃の再処理工場で用いられている再処理法について、他の再処理法と比較して、その得失を

纏めなさい。 

 

・乾式再処理 

高温下で金属燃料等を処理、またはハロゲン化物を分別蒸留する化学処理法。 

欠点：分離性能が低い。300～2000℃の高温操作であり設備対応が難しい。 

 

・湿式再処理 

有機溶媒抽出技術を主体とする方法。 

 ・レドックス法 

 溶媒にメイテルイソブチルケトン（ヘキソン）を用いる。 

 欠点：ヘキソンが揮発性、引火性を持ち、多量の薬品が廃液中に加わる。 

  

 ・ブテックス法 

 溶媒にジブチルカルビトール（ブテックス）を用いる。 

 欠点：溶媒が効果であり、硝酸と溶媒の反応とみられる爆発事故が発生。 

 

 ・ピューレックス法 

 溶媒にリン酸トリブチルとドデカンを用いる。レドックス法やブテックス法のような欠点がない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．電源開発 

(3) 電源開発・大間原子力発電所のフル MOX 計画に関して、「①MOX 燃料の特徴」及び「②フル MOX

発電のための設備変更」について簡単に纏めなさい。 

 

① MOX 燃料の特徴 

MOX 燃料は原子炉から取り出された使用済み燃料を再処理して回収されたプルトニウムをウランに

混ぜて作られたもの。形や大きさはウラン燃料と同じである。 

ウラン燃料に比べてペレットの融点、熱伝導率が少し低下し、ペレットからの核分裂生成ガスの放出

率が高い。また、核分裂生成物の生成割合が若干異なる。 

    

② フル MOX 発電のための設備変更 

燃料棒のガス溜めの体積を増やし、圧力の上昇を抑制。 

ホウ酸水注入系の容量の増加 

制御棒の中性子吸収効果を一部増強 

主蒸気逃がし安全弁の容量増加 

MOX 燃料自動検査装置の採用 

 

(4) 原子炉の安全対策について、福島事故を踏まえ強化された対策を挙げ、その要点を纏めなさい。 

 

・防潮壁の設置 ・外扉等の防水構造化 ・内部溢水対策の強化 ・放水設備の配備 ・蓄電池の設置 

・代替自動減圧系の設置 ・可搬型代替注水ポンプの配備 ・代替注水設備の設置 ・貯水槽の設置 

・空冷式非常用発電機の設置 ・電源車の配備  

 

福島事故を踏まえ、津波自体への対策や津波による電源喪失への対策、注水系の対策が主に強化され

た。 

 

３．環境科学技術研究所 

(5) 環境科学技術研究所で行われている、放射性物質の環境影響研究について、その特徴を簡単に纏

めなさい。 

 

青森県の再処理工場から排出される放射性物質の動きや人へ到達する経路や量を知るため、放射

性物質の環境動態や人の線量評価、低線量率長期被曝の生体影響に関する調査、研究を行なって

いる。特に、青森県の特産品であるりんごや長芋、ひらめなどに焦点を当て、可食部の放射性物質の

移行や残留性について研究を行っている。また、トリチウム水の海洋放出による生体への影響の研究

を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 



 

(6) 環境科学技術研究所で行われている、放射線の生物影響研究について、その特徴を簡単に纏めな

さい。 

 

マウスを用いて低線量率放射線被ばくの健康への影響について研究をしている。 

多くのマウスを正常な条件で飼育しつつ、様々な線量率(低線量率)で連続 400 日の長期照射を行い生

物影響の研究を行っている。 

また、大人と子供の被ばく影響の調査や、生活環境による違い、臓器・組織の生理機能への影響メカニ

ズム、細胞・遺伝子への影響のメカニズムなどを研究している。 

 

 

 

 

以上 


